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番如才乾田より・、番麿が腐れましだ．が武〝が、ご遜々希偽盈ガう

ノ名に4＼、－て旋朝して、ネ臣く風塵‘方の卿麻糸も身魂

ネオを酪網します。輝．／射3、「鼻の 寸

のオク　甘摘　し声が、本名．1臣∴射て宿く
聖・．．．や．㌣

・
の
　
切
り

．h読．．

虜てし一
ヽ

一
夕

が脅く麻・‘）・元町て「鼻．の・．／ノ者」‘、‘かがかリ．ま　した。

風
触

感
二
歩
ご

炉
。
い
．

台つ「rB j O工∂各守・‾DA「才了感云1射二ヂ綽域

顧草風しすす・頓で嘩増す彿！「．1°、‾‘中れ0GY D

A下車言－、コ’躯や締－て牢り輿碑五戸＿、、ま、し＿無オ
石上．凍こく奄画し吉事

（編凍麺）

「癖剋鈎やの埠劫」芭・19　日卑見まで

j二は・嬉解薮丑か伺うカ、り碑でまくめる考え

ですク　ノ　人の豹厳そば、こうて＼、まてきり戎

うにあー）者せん9磯風庫んでおられる町の8
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五月の桑野衷

慕解柱且

今冬ば、要東夷ノ嬢そ才男クの恋凄が虜丑コヅノLX・・ミ／アイ
h
n
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カとの新感材ものは、、．布くこも、大勝鍵盤で考も新風そ凍上升kJ

て九時蘭十≠歩のジ′ゼルそ藤野虞温泉＼C伺った．。ノ日年∫司ユ

苛の・こくで、祈る。包癖隊直賂吾て、一才、府も・、ないと針、ノヾスlく凍り

終蛍、そ下車‘l乙蔑泉＼何っ六。束禾膿そ費え。何ガし．ら纏も芭あさ

子占〆′恒もケt、欠．ろうか。キベ　ラにカゲの密封かヰのか摩数に乙供‘

倉「練りぼっ1りとう朱色っ目早、のに洩って掌、つぼ、、のが亡ぶ。二ん

方坤3・且の個修が珍易の・圭．うに囲えて範頼孝嘲巨㍉「えぺ㍉Y〔破る

と僻めことl嗅・知乳が質、→ぼいだけ信信上t主ガ、く曝っプこの

机軋賊軍・のこ出祈る云はた教各線壊して遷薄い＼いれ∴。産ヤ

シりてザ人シが適の付血色とふ∴これ牒帽、東の軋たかぎり7－壬三

魂療いた。ヒXヅ」「ハ∴ンニーヨつが地ペ1亘亙っ・て＼、与。塵醇軌こあ

烏勅勘射律は臆すべそで、ある。土と払った声、けり藩より、コンプ

巨トで‾偉っ木藤如く乳イオ呑′。，カミキリ・ゴミムシ・オサムシ

庫が重なもので祈る。老年の七均グロ丁ガオサムシが初号回ってし、

るところを凍ったこと：巨あるし，ろく方幼ば承らず患卑属。れ三ワ株

で傭っ末が、夢七の丸め早々に引車扱した・叱嚇－ガら下本する

辛雨。ネイン1r．地はぜて・lう、と雨風るこ磨象り竹の子言：彗

控え〃（　　　　　　）舶車線労拍細りちと、l）軋・こ
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。里子予机再］H敵中酢射摘沖l右叫嘲射線玉

か引、 ＼
ノ ボ朗色暫く透明型の 泉私欲

ノ殖癖殊虐

れアトアポ鵡老蓼用、叫如環に孝・船するクー・ではなく二上塊都手取っ

イ＆範して、十巷．岬・掛さ汎てい冶∴廿も＿′・こ千年．「恥去か変野暮多食

5．如き鱒射．．華輌ケ飢鋤井高触すみ承継嫁ネ帰日
を誹有子の倒立は＿きだ牙も離・亀・い棟泉忽一埠とノト剋賂級省を
しきす．。

◎・つ1日年団ユ日朝一郎様温泉翻身路上ト五引撮組　子

榊型つ鋸也日登・嫁及店で拍　　　　卵服し㌶）
かっ仁。昧農地絹、．包御縁血路グ

高来再｛縮た凍湧く早暁嵐
グちか嵐らい、森射て申告臥てい

ろ山嵐丘入る乾鼻で一身藤色牒一

て、、たら出墜して泉たq

斉原の掛「斉一冊り丸町㍗上登は

よくヤ74蓼と見るところで奉る

0日は考5舶3〔岬舟璃烏鮮卑

忘石戸洋二愕窯コート昌甘い　l
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ガィ色型の萌再認虜＿lP、げフ～将官

（はし4専用ヤ孝′錮番・璃或竺命

軽それた＼、。
－4－

藍的
ム
斬

ヰ∴

カワレポ

・「・風連磐凍鼻噌
L X、、薗明型麻薬亀

N

ト

l

一

十

！

　

L

．

、

＼

＼
－
つ



一私のもず＼、穴こ　と宅・雇′、くる．C A地洛守一糾7＜1瑠璃丸だけで地

瑞．台頭・醇風音お家．左カ’・アた。針を遭∴ご射叱れ．欄にβ嘗屠れ

机ていたためガ、1牽組風解一芝・そねずっ穴。（∴叱薫、沼、華孝一て

イ摘＝紅菰番数ネ牽くミイペ功ワトンボと塊燈して、、卓号，のも多

く軋う巧守∴

・引酢蛸こ　舶絹一再年季∴酪釆（l航ヰ）
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庖麻痺直

参イヨウヒ＿すべヅミlごり与ジミ・色味落しノてみ穴いと軋うのは1、脅し竜

蓼に音で象る　患うが㍉本も御脅威にも放す・－じサ々ヅミドリlて展っ

榊細輯し相乳矛な華敗2度らつ㌫し＿ガ十　のつと適確印象
雛や，たがもケ′柏も八二射信赤恥離日∴鼎凍卑信組軒畑は甥
クク。妹3うど・lユ孝て方ル溝で中る密ろラァ　空々て、＼る尋㌦

サ・∴．ン・、

画微粒単一？虜和称留邸→彪

そノ翔の栂喜、ノ「薗才魂珂

布令、／→蕩寸承可原へ務イ磯頂上音

－ナ殊胡一一一→磯風鈎

19も拍も月よア離日）壷賂　　声’んだ木と教でもまして凍る軋lて・

ガス（勘が加わり・カくに錦　画　てあ　存し＼。もちろんめガ和J、ガ

スの呑めlこ骨って納れな，し＼・ノそんざんZ・あるJ下狛で水’っしょ・

？とめ榊再は廟日航㌦・綿々電了登′一斉墜十細朝顔
鹿とl細、、方がうもイ招励めたのぞ、一拍レクア二が㍉こ町か亘庸批圧

大柄克郎机1斬、・石がオ痛享議呼と相で・．あっ欠q敏承糎＿可＼
の碑両ダ’言再号と卸しめ抱幸彦。射卒。t細られノト如
上邑来者教孝それ頼・つ．木　耳ううと兜・ウてヰ止れ乃、、0「貴く渇．

「耗′いじ㌦　うんが」「應まうんが」こ人力舟魂がと・のく　らい鹿、、採

ろう机もら尤こ将、＿イ納め救ったサ原綿切直す・言桶で・堅く′r・く・

のたりと席が舟．り五ク乳腺藤．潮時塔ガう．プ1瑚嘩虜が豆あ‾ぅう
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木も車も舟廿、すべてが友人‘のよう1．て軋丸み・大師て雇え六がた＼、－く

・‥－「一一・。・2時間藤崎唐竹で睡眠を解り考〃にノ（スにのり′こ人だ、。謹啓喝

一新日払べるこ承服七大・酎唆オどな，た・ベス将、ユン少、74着　かう

ヤがlてt承．電文、、て来着したタを輝の芳命増、コメの寺子乙わる・ヤーぐ‾

イアタ恒ツ・ミドリヒョ，宅7・うう考／ヒ9フモク・サブイシダ

ミ肥甲立嶺星人下戸卓立。

輝ふ喝秘均∴再も5腐7月118（匂）

コー・ズー瑠「回と伺、・高イ俵単太線へ鴫・が久が壊く小雨も

て、、鬼うそ・ と人肌ず、礼夕舘にて軋勧め劇晃納言稲壊した。

凍1「省く東條－Cあく・・暴れず．冷伝い盲・可風ダう承イ魂瀾上そうらわし々

ケK在がわたのかこをム　新鹿して考廓啓Zバス宅碑っ大が・色の葡

互十こ・・いスじ。一ドど臆，子細で元物が81エ止った。硬め切う小差喪のガ

ラスに頼りわが　終ぷメ沌い香．　くか　んな＼ヤの　に？　Lがし

敵った晶l）只バスセセリさ水→ 声e司ノb宮嬢と怒れ小きよう息索郎廊

もり本多ダっ省。・璃唐竹の外の暴き香．Z、偉功Z、＼ガへK牽　強う

くだと埠ぼ・し木星吸う吊・－．、、六・ここぞし魂碗泉とて患わ射錮炉劫

射寺ころ在八号l芋と俳風十たい也年徴苺惚けてオ八でヤづ・」シガケ

／巨一㌢サヅイ三ンデミ・rミOヒョウそンてあっ六e

磨き＠放熱　再らS字ア射3日（月）

親風卑→離籍木→帝締柏餅→解離移→患う感可藤一→堺田

凪が永年代りにこづペソと舶うっ失い真司がう坤へ廃寺卿諸本で耳滅

して叡すけ六為うだがて寸がいて東根lCは鴫こす健教か盲いて舟つて凪と

蘭い‘て組ヴ煉って来たe乳の帝石・13去日より仇を＼、久保で靖粛啓何色

しこてキ）ヾみ七七リア頭を橡象彪t高　々シ多ミ　ガ乾かがっ声丸う去

ある。

◎方鼻13、きったく承赦し六e．費束の司が三人ム承れるというこC冬勉

剋旬の官僚碑と見て布くく靡卑乙13、瘍げしい雨をある。弟．恥て諷根
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1く射れさとや机雛当に執れる．とれともあ放禾シーズノに及在九
万艮こノ「失敗しないよう！て潮力し．たい。

永見亀車両でオナかてゲバ

斬曹酵芸、霊

・摘草
声癖璃五

親風喝や内．む、こて、もだろう．と絶つが、華に上茹事個岐ぞ・暗ア埼上旬恩

恵のてプ′＼鋭角い・凍れ唱、7年も1ヨのことであ「殊，下戒ボ留が句・

声の芝草も御して、、あと門の題材．う君’、、ヤデトガと人乙、弟六・タロ

イヴトより如細粒ボ唄うが′C泉．1＼・十オナガ！／」ネ叫言ごガ率い

が腺施し釆ぼヵ、りのかて患うのき・頼んですぐイオ斉ットき奉りド璃で

もと・つて束をく適えてあ各麒衝斬り（和の花粛′ゴ如乃l、）や車感し

て、、六㍉位人音l唯つ。廊果舟ここうと楓ううと終いオブはむやみ

碩るのとかカ、え六。車・々買イヾ「→て嵐鯵、て叡てし寺っ六〇糾、速

風上かケたる産凍ザ考L r、・・界せればかせわ将で・秘中か、0′何たる草

ガe如月ト音和して本来7～．綾こ入植醸叫が→：たれ・中与り

い手　とい　恒埠恥カ∴、の瞞五泉解だ、如、与をあろうeっくづく珍
の事柄く　＿友鬼しろ　と尊い々ガイのぞ・め？斥・こうして？、5うちlトこ

ヰ舶・確鵜、ニ数ど「暮し、．跨ぎ痩、、華ダう表ったか包勅顔が康たわずか

の軒こ軋隼。てt寺－，ていくう適立ても、つ、、Ic才は患わせ万かった

終え痘：組盟湧7、の再考戟ノ啄ば、十鼻8＼り。メ味泉、書付網苗未払座が．

l名♀・」山車工十t与へ打方8．．で・モ青し庫や来てな

い°

却別納で賓町ぞ・一首つ恒ヲ阜ヰり勧銀如1才醸して、、る

頭掛Jrβ10LOq当　山TA⊥魂／堵（一里中日頚骨
引喝文献髄男卑虜か碑凱彪戚靖久・呵孝泉メ（酌よお

rB10Lo打　の丁最　多ノ考訝島膿豹を欄叫應（l男∫卑）

釆野草‾温泉で破風し1く嘩親
感触薮正・魂＊執尋

峨疎泉へ′風、）の薗展もスろ克彦松K・くり・て一つ初めての螢岩煙にさあ

－7－



夜間解像をク狩・窄らたゥ碁濃堵こしては・杏璃ヰタ・ウヤ嘩衣や湖坤

承碕碩カ、承れ．ヨ承野ゑ薗卑一二諌め太。ア弓J3㌧描′才、弓の湖発も

魯くガスが報可牟芝抽、、鬼　融やし六．－っ六、彦岬的K・‾蝿
の凄醇郎∈句等宣．、、‘た声め来して隼乾け上ダラ忽ガ′つたが、厳礎

珍品毒、、一食0枚風易喀′如iぅての・生来軒歌の残の一軍冨一無頼

勧ノ殊だり勲移し音1c

恵あ声酢へ府中もア竹材才女飾れ倒掴、、香華再した0．や

僻私学にl‡悪く冬句白き牛

普二／句㌫簑器．昔串範1．ノ去　声松絃壬．悠　出

水プトウ外れ
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榊督言軸月号弓7　高′　摘摘机
、クスクモエ　シ′でク　告吋　P鞄

ウズてオラ・ギク　ぶ・W　∂朝　一

ナきスヂミ・ワユダシペアl g・W l瑠

璃てゲラオオブミシノアプ　SⅧ／三「朝

クス薫、ツバメエアテノてク　＄・W J碩

タロフ二手オコ＝ブタノてク　錮ゾ　「蓼

ヒロオ工1．ェダシぺク’書丁　射海鮮‖

プア、ロづ「牙ユィ．シャフ　つ丁1割夜毎し

ト、プ、オどら畑巨′一十プ＋午「．よ顛

カギバガ昌

一　カ当うカギバ　　朝＆　ィ　　瑠

マ／′　レメタ巧“バ　β・T l朝
（J



トガり八軒耕

オオて「ウマエトか）・バ・β・W l鞠

毛ン主キギノぐ　β・印　＿′？功

カ4　コ、．ガ粛

クワゴ　S’∴T　「璃

牙ビガ璃

・オビダ　ぷ・T　4磯

カ．い＼ガ謝

りンづ’ヵレ　八　β・吋　よ轍

イヅカレい　5・T　－う璃

ドクガ粛

々ユアロマノ「マノi＋お裾　1．項

カ・うワ受′　々4　5・T　「碑1．

・ふぺ・十本つガ東

Jレリ．モンニぺヰかつ　声・Ⅳ　ユ・鞠

刀十∴ノ、し′毛ク人シ・ぺjrかコ＿　β・吋息S．T J頭
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